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P R E S S T S I Z O R S P B 

● バレーボール 新・Vリーグ開幕 

 脇本雄太が、10月20日、フランス・パリ郊外のサン＝カンタン＝アン＝
イヴリーヌにて開催されたUCIトラックワールドカップ第1戦、ケイリン種
目で優勝しました。昨シーズン第4戦以来、2度目のワールドカップ優勝です。 
 オリンピック出場枠の基準となる「オリンピックポイント」の積算が始ま
るとあり、各国主力選手によるハイレベルな戦いとなった中、最高のスター
トを切りました。10月28日にカナダで行われた第2戦では、 6位に終わりま
したが、リオデジャネイロオリンピック金メダリストのジェイソン選手ら強
豪ひしめく中で力を示しました。今後の活躍にご期待ください。 

● 脇本雄太 ワールドカップ2018 -19シーズン開幕戦優勝！ 

写真左より エドワード・ドーキンス(2 位・ニュージーランド)／脇
本雄太(1 位)/ クラシュトフ・マクセル(3 位・ポーランド)  

 ●脇本雄太 コメント 

「2017 年12月のワールドカップで獲得した金メダルが、まぐれじゃないと
証明できてうれしかった。これでオリンピックのメダルに自分の中で1歩近
づいたと思っています。」 

●ワールドカップ試合予定 
第3戦 11/30 〜12/2  ドイツ 
第4戦 12/14 〜18  イギリス 
第5戦 2019/1/18 〜20  ニュージーランド 
第6戦 2019/1/25 〜27  香港 

 バレーボールの新リーグ「V.LEAGUE 
Division1 」(Vリーグ)女子が11月3日に開幕します。 
 就任4年目を迎える吉原知子 監督が率いるＪＴ
マーヴェラスは、ホームの丸善インテックアリーナ
大阪で岡山シーガルズと対戦。 
 加藤陽一 監督、江畑幸子 選手 擁するPFUブルー
キャッツは日立リヴァーレとナイスアリーナ(秋田)
で初戦を戦います。 
 チームとファンで作る新・Vリーグ。ホームゲー
ムの運営はチームに委ねられます。趣向を凝らした
演出など、新しい取り組みにも注目です。 

● 佐藤琢磨 オフシーズンイベント情報 

 インディカー・シリーズ2018 に参戦、昨年のインディ500 に続き、第16戦ポートランド優勝、シリーズ3勝目をあげ
た佐藤琢磨の今シーズンが終了しました。応援ありがとうございました。 
 オフシーズンは毎年恒例の復興支援を目的としたイベントでファン、子供たちとの交流を図ります。 

●「TAKUMA  KIDS  KART CHALLENGE2018」 
 ”復興が続く東北を、モータースポーツを体験しながら応援しよう！”をテーマのもと
スタートしたイベントです。 
11月24日、各サーキットでのタイムトライアル上位者40名によるファイナルレースを
鈴鹿サーキットで開催。上位10名は、12月8日開催のアカデミーにご招待。佐藤による
直接指導が受けられます！ 
イベント詳細➡http ://takumakidskart.com/   

●復興地KIDS応援イベント「With you Japan Festa2018 」@東北 
 佐藤琢磨による東北復興応援プロジェクト「With you Japan 」が東北の子供達に佐
藤琢磨と一緒に元気一杯、チャレンジすることを楽しんでもらうイベント「With you 
Japan Festa2018 」を今年も開催します。当日は、350 組700 名の親子をご招待し、佐
藤琢磨も1日子供達と一緒に、様々なチャレンジプログラムを体験します。 
イベント詳細➡http :// www.withyoujapan.org    
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● 大場美和 ボルダリングの聖地フォンテーヌブローへ 

● 池添謙一 netkeibaTV オリジナル番組配信スタート 

 プロクライマーとして活動中の大場美和は、11 月、フォンテーヌブローボル
ダリングエリア(フランス)へ遠征します。自然の岩にとことん向き合いたいと
の思いから、プロクライマーへの転身を決意した大場。約25,000 か所の課題が
点在することから、ボルダリングの聖地と呼ばれるフォンテーヌブローで、自
身最難度の課題「megalithe  (7C+)※」に挑みます。 
 現地での活動の様子をInstagram で発信予定です。大場の挑戦、応援よろし
くお願いします。 
大場美和Instagram ：https://www.instagram.com/miwa_oba /   
※ボルダリングの難度 7C+ は登るのに2日かかるレベル 

● 木村沙織 美白チャレンジレポート公開中 

 木村沙織 が現在、資生堂のスキンケア商品のプロモーション
企画「純白専科 2週間チャレンジ」に参加しています。 
 10月23日から11月5日までの2週間、「すっぴんチェックリス
ト」を使ったレポートをSNSアカウント（Instagram ・LINE 
BLOG)で随時更新します。ぜひ、フォローのうえご覧ください。 
木村沙織公式SNSアカウント 
Instagram ： https://www.instagram.com/saoriiiii819 /   
LINEBLOG ： https://lineblog.me/kimurasaori /   

    

スポーツ専門 アスリート派遣サイト「ＣａＳｐｏ」 

 スポーツ業界で働きたい方、スポー
ツ人財を採用したい企業の皆さま、ご
活用ください。 
https://sjgather.com/carrier/lp /   

    

https://www.caspo.jp/  

『Sports  Japan  Gather』スポーツ人財特化型キャリア支援はコチラ! 

● 世界の一流スポーツ組織が集結！「sport  innovation  summit  TOKYO 2018 」(SIS) 開催 

●インタビュー動画公開中！ 
資生堂純白専科 公式ページで挑戦前のインタビュー動画もご覧いただけます。お得なクーポン情報(キャンペーン期間
限定)もあるので、ぜひチェックしてみてください。http ://www.hada -senka.com/special/suppin -challenge /   

 来年開催されるラグビーワールドカップ、再来年の東京2020 オリンピック・
パラリンピックに向け、日本のスポーツ市場に対する海外からの熱視線は高まる
一方です。2014 年にメキシコでスタートし、スポーツやその周辺で起きている
イノベーションに特化したカンファレンス「Sport Innovation Summit  
SiS)」が日本初上陸。スポーツビズはオフィシャルパートナーを務めます。 
 世界のスポーツビジネスのトレンドに触れ、世界の第一線で活躍するプロ
フェッショナルとのネットワーキングが東京で実現する、またとないチャンスを
お見逃しなく！ 

「Sport Innovation Summit  SiS)」 
開催日：11月29日・30日 開催場所：六本木アカデミーヒルズ 
スケジュール、チケット情報等詳細は公式サイトへ➡ https://sistokyo.com/   

 池添謙一 のオリジナル番組『謙聞録-kenbunroku -』が 11月1日から netkeibaTV  
でレギュラー配信されます。 
 ジョッキー 池添謙一の“ONとOFF”に迫る競馬バラエティで、OFF編ではプライベー
ト密着や初挑戦企画なども配信予定。netkeiba 史上初の動画型ジョッキー連載です。 

●netkeibaTV オリジナル番組「謙聞録-kenbunroku-」 
11月1日(木) から毎週木曜18時配信 
出演者：池添謙一(JRA)、お兄ちゃん(ビタミンS)ほか 
※スーパープレミアムコースへの登録で視聴できます 
https://regist.netkeiba.com/?pid=premium&rf=footer    
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スポーツビズの海外ネットワークから寄せられたスポーツ関連トピックスです。 

 ー 女子大学生の視点【SPORTS MARKETING×USA】ー 
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文：大久保朝子 ネブラスカ州立大学 

● オリンピック・パラリンピック競技の無料観戦イベントご案内 

●The Excite Boxing Show ～Nakano Special Mach～ 
 中野区では、2018 年度オリンピック・パラリンピック推進事
業として、東京2020 大会正式種目の「ボクシング」観戦事業を、
12月2日(13 時〜17時)、中野区立中野体育館主競技場で開催し
ます。東京2020 オリンピック出場を目指す選手による、トップ
レベルの試合をご覧いただけます。また、世界チャンピオンで
中野区名誉区民の山中慎介氏を特別ゲストに迎え、選手との
トークショーやミット打ち体験などを行います。 
 「知る」「見る」「体験する」を通じ、ボクシングの楽しさ、
面白さに触れられるイベントです！ 
※スケジュール詳細は中野区ホームページで公開予定です。 

●『THE SHIBUYA SERIES リアル観戦事業』陸上競技・パラ陸上競技 

 東京2020 オリンピック・パラリンピック競技大会において渋谷区で行われる競技を
間近で観戦できると好評のイベント。今年度の締めくくりとして「陸上競技・パラ陸
上競技」を11月24日(11 時〜11時45分)、代々木公園陸上競技場(織田フィールド)で
行います。山本篤選手(リオパラリンピック男子走り幅跳び銀メダリスト・4×100m リ
レー銅メダリスト)、福島千里選手（リオオリンピック女子100m ・200m  )、長田拓也
選手(2018 年東日本実業団選手権100m 優勝)がゲストとして登場。日本を代表する選
手の走りを間近で感じましょう！ 

このコラムの初期に米国のカレッジフットボールの人気振りについて紹介したと思うが、この人気を支えている裏
にはNCAA(National  Collegiate  Athletic  Association) の存在があります。NCAAは全米大学体育協会と訳され、
1900 年代初期における競技中の学生死亡事故や学業への悪影響の多さを受け、改善を図るために1910 年に創設され
た組織です。大学スポーツを教育プログラムの重要な一部分と捉え、学生アスリートのために”Academics” “Well-
Being” “Fairness”に重きを置き、文武両道と安全確保を達成できる環境作り・適切な運営管理を行っています。 

The System of College Sports in the United States 

現在日本もNCAA制度を導入する取り
組みを行っており、先月末には日本版
NCAAの正式名称が「大学スポーツ協
会（略称・UNIVAS ）」に決定しまし
た。賛否両論意見はありますが、学生
の本分である学業面を考慮した環境・
体制を整えていくことは、これからの
日本の大学スポーツ・さらに選手の将
来にとって大切なことではないかと私
は思います。 

スポーツシーズン（代表例） 

秋（９月-１１月） 冬（１1月-３月） 春（３月-６月） 

アメフト（男子） 
サッカー（男・女） 
バレーボール（女子） 
水球（男子） 

バスケ（男・女） 
フェンシング（男・女） 
アイスホッケー（男・女） 
レスリング（男） 

野球（男） 
ソ フ ト ボ ー ル
（女） 
テニス（男・女） 
水球（女） 

 各大学はAthletic  Department （体育局）を設置し、NCAAが定めるルールに
基づいた大学スポーツの運営・施設管理などの統治を行っています。日本ではこ
れから導入されるシステムということもあり、私は大学生活を通しこの制度に何
点か驚いたことがあります。まず始めは、徹底した「文武両道」主義です。大学
スポーツに携わる学生はStudent -Athlete と呼ばれ、競技者である以前に学生と
して学業を優先させる必要があります。そのため、一定の成績（GPA2.0以上な
ど）・授業の出席率・取得単位数（各学期１２単位以上）・図書館での勉強時間
などのルールがありました。 
 二つ目は、シーズン制です。秋・冬・春とシーズンがあり、各競技シーズン外の活動を原則禁止としています。
これも学業を疎かにしないための工夫の一つですが、稀にこのシーズン制を利用し二つの競技を掛け持ちする生
徒がいます。実際に私が教わっていた教授の一人（元NBA選手）が、大学時代アメフトとバスケットボールを掛
け持ちしていました。もちろん学業を修めていることが大前提での二競技の掛け持ち、加えてプロの道に進んだ
方だったので、まさしく文武両道とはこの事か！と思いました。 


